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か し わ ぎ だ よ り

地区支援担当者より
今年度の柏木・角筈地区
の担当は、粟飯原（あい
はら）・黒田・赤松・越
山です。よろしくお願い
します。次回は若松町地
区と落合第二地区です。

【場所】新宿区高田馬場1-17-20
【開所時間】月～土曜日

8時30分～17時

※ボランティア相談日：火・土曜日

高田馬場事務所 柏木ボランティアコーナー

【場所】新宿区北新宿2-3-7
柏木特別出張所内

【開所時間】月～金曜日
10時～17時
（12時～13時を除く）

【TEL/FAX】03－3363－3723

【TEL】03－5273－9191
【FAX】03－5273－3082

ボランティア募集情報はホームページに掲載しています。
ボランティアに関するご相談は各窓口へお問合せください。
新宿社協公式SNSもぜひ閲覧・ご登録ください。SNSはこちら

地区情報紙は、環境に配慮したインクを使用しています。

新 宿社 協 公 式 S N S
facebook twitter youtube LINE

柏木地区のある一軒家にて、子どもたちを中心とした、誰もが安心
できる居場所作りに取り組んでいる団体の活動についてご紹介します

大きなビル群の中にある一軒家のれもんハウスは、子どもも大人
もいろいろな人が集まり、互いに交流を図りながら、皆が一息つく
ことができる居場所として、一般社団法人「青草の原」が立ち上げ
ました。

れもんハウスでは、「あなたでアルこと ともに
イルこと」を掲げ、自分自身を大切に、安心して過
ごすことができる交流の場づくりを行っています。
そこでは、活動している人（＝イル人）が、いろい
ろな企画をし、皆で食事をしたり、おしゃべりをし
たり、ゲームをしたり、音楽を聴いたりしながら、
穏やかな時間を過ごしています。

交流の場としてだけでなく、区で行っている「子
どもショートステイ」の協力家庭としても登録され
ており、子どもの一時預かりや、家で過ごすこと
が大変な時に子どもや大人が休憩できる場とし
ても利用されています。

代表の藤田氏は、「地域の中にれもんハウスのような場所を
もっと増やしたい。また、れもんハウスを地域により開かれた
場とするため、いろいろな世代で食事をする催しなどをやり
たい。」と、これからの展開を考えているそうです。
新宿社協では、このような活動が地域に広がっていくよう
に支援しています。

れもんハウス代表 藤田氏

れもんハウスの活動 イメージイラスト

れもんハウス 活動の様子
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